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  こうしたものがカムイと呼ばれるものである。（中略）  
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  iwor ｲうｵﾙ３ 神々の住む世界。具体的に云えば狩や漁の場、或は  生活資料
（衣料・食料・燃料・建築資材など）採集場としての山奥または沖合。














 前項における知里真志保（1956）によるイオルの規定では、「生活資料（衣料・  
食料・燃料・建築資材など）採集場としての山奥または沖合」となっているが、  
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んだものです。  (p.177) 
 









  kotan コたン 部落；村。ただし、われわれの考える村と違って家一軒しか
なくてもコタンであり、或る時期だけ仮住居するだけの場所でもコタンである。 





 このイオルについて、国立民族学博物館教授・大塚和義は、萱野茂・田中宏（編  
（1999）のなかで、これとは異なる見解を表明している。  












 イオルとコタンとは、以上のように明瞭に区別された概念であるが、これら２  





基礎をなす概念であるが、Michael Vincent McGinnis (ed.)(1999)で語られているそ  
の骨子は以下のごとくである。  
 
  In a modern context based on the separation of society from the natural world, 
bioregiolalists stress the importance of reinhabiting one's place and earthly home. A 
bioregion represents the intersection of vernacular culture, place-based behavior, 
and community. Bioregionalists believe that we should return to the place 'there is', 
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 このようなアイヌのカムイとの共生意識が、近代的生活のなかで暮らしている  
私達の想像をはるかに超えたものであることを、萱野は萱野（他）（1997）のなか  
で、彼が参議院議員を務めていた当時の 1994 年 11 月 9 日における参議院環境特  
別委員会の発言記録として示してくれている。  
 

















２．１ 明治政府によるイオル解体へと導いた諸方策とその影響  





















 貝澤正（1993）は、身近な自分達のイオルが壊されていく姿を次のように描い  
ている。  
 
  アイヌモシリとは、人間の住む静かな大地という意味である。（中略） 






  「国有未開地処分法」も悪名が高く、1907 年廃止されたが、その時は既に
アイヌモシリは大地主のものになっていた。（p.104） 
 
 萱野茂（1990）は、鮭の密漁で父親が逮捕された出来事を語るなかで、アイヌ  
側から見た法律の理不尽さを訴えている。  
 
  アイヌは自然の法則に従い、その知恵を上手に利用していました。アイヌ    
 は、鮭にかぎらず鹿でも熊でも何の動物でも、狩猟民族であったからこそ、そ  
れらを絶やさないような知恵と愛情をもっていたのです。  
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２．３ イオルの解体によるアイヌの伝統的「精神・生活」文化の崩壊  
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  明治 30 年に制定された「北海道国有未開地処分法」で雪の少ない日高地方
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 伝統的生活空間の再生  
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注  
１  iwor に対応するカナ表記では、萱野 (1996)のように「イウｵﾛ」のようなものも見られるが、こ
こでは、より一般的に用いられている「イオル」に統一した。  
２  ここで「→萱野」とあるのは、萱野（ 1996）から、「→知里」とあるのは、知里真志保（ 1976）
から、それぞれ筆者が引用したアイヌ語であり、カムイの広範な意味領域を示すために参考に
供したものである。  
３  これは知里真志保独特のカタカナ・ひらがな混在の表記方法であるが、ひらがな（ここでは「う」） 
 の部分がアクセントの位置を示すものである。  
４  知里真志保（ 1956）には、「 iwor-kor-kamuy [イおルコルカムイ ] 山奥を・支配する・神（クマ
を云う）。」 (p.38)という記述が見られる。  
５  人間に対する自然一般であるカムイは、当然ながらイオルにだけではなく、コタンにも存在す  
 るものである。たとえば萱野 (1996)には、チセコロカムイ（家の守り神）やコタンコロカムイ（村
の守り神＝シマフクロウ）のような語が見られる。  
６  「北海道旧土人保護法」（ 1899）の条文は、萱野茂（他）（ 1997）の「資料編」で紹介されてい
るものに拠る。 (p.300) 
７  アイヌが素朴な形態での畑作を行っていたことは、貝澤正（ 1993）の以下の記述にも見られる。  
   それまでのアイヌの農業は、住んでいる高台の周囲に僅かの自給食料を作付けし、離れた  
  所では、河の流域で増水によって沈殿した泥土に春先ヒエの種子を蒔き除草もせず、秋には  
  雀のとびたった場所でヒエ畑を確かめ収穫して副食にした。（ p.202-203）  
  要するに、主食生産形態としての農業ではなかったということである。  
８  ここでは、日高地方の沙流川のこと。  
９  この裁判の詳しい経過・内容については、萱野茂・田中宏（編）（ 1999）を参照されたい。  
１０  以下の判決文の引用は、すべて萱野茂・田中宏（編）（ 1999）に拠る。  
１１  このように収用裁決は違法とされたものの、この時すでにニ風谷ダムは完成し、湛水されて
いたために、「事情判決」としてダム自体は残されたのである。  
１２ 萱野茂・田中宏（編）（ 1999）、 p.509 参照。  
１３  この条文は、萱野茂（他）（ 1997）の「資料編」で紹介されているものに拠る。 (p.292) 
１４  この提言の文章は、萱野茂（他）（ 1997）の「資料編」で紹介されているものに拠る。 (p.270) 
１５  この条文は、萱野茂（他）（ 1997）の「資料編」で紹介されているものに拠る。 (p.259) 
１６  中国で毛沢東の命令によりいっせいにスズメ駆除をしたところ、かえって虫害が多くなった
という話。  
１７ 食育基本法の条文は、 http://www.e-shokuiku.com/kihonhou/index.html に拠る。  
１８  食料自給率の推移については、 http://www.kanbou.maff.go.jp/www/fbs/dat/2-5-1-2.xls に拠る。 
１９ 主要先進国の食料自給率の推移については、
http://www.kanbou.maff.go.jp/www/fbs/dat/2-5-2-1.xls に拠る。  
２０  北海道の食料自給率の推移については、 http://www.kanbou.maff.go.jp/www/jikyu/pref/ws2.xls 
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に拠る。  
２１  木材自給率の推移については、 http://www.minnanomori.com/use/u_info01/u_101.html に拠る。 
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